
 

 

 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ 結果の分析 
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１．定住意識 
（１）居住年数 
◇「30 年以上」が４割弱 

4.4 8.0 12.6 16.8 20.9 36.7

0.6

(689)

＜図表１－１＞居住年数

問１ あなたは、福生市に住んで何年になりますか。次の中から１つだけ選んでください。

１
年
未
満

１
～
５
年
未
満

５
～
１
０
年
未
満

１
０
～
２
０
年
未
満

２
０
～
３
０
年
未
満

３
０
年
以
上

無
回
答

(%)ｎ

 福生市に住んで何年になるかについては、「30 年以上」（36.7％）が最も多く、4 割弱となっている。

次いで、「20～30 年未満」（20.9％）が約 2 割となっている。以下、「10～20 年未満」（16.8％）、「５～

10 年未満」（12.6％）、「１～５年未満」（8.0％）、「1 年未満」（4.4％）と続く。（図表１－１） 
 
地域別では、「30年以上」住んでいる人の割合が高いのは、Ｄブロック（52.6％）で約半数、Ｆブロ

ック（43.9％）で4割強となっている。一方、住み始めて【10年未満】という人は、Ｅブロック（30.6％）、

Ｂブロック（28.5％）、Ａブロック（28.1％）が約３割となった。（図表１－２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地
域
別 

25.0

28.1

28.5

24.7

15.7

30.6

20.4

24.6

16.8

18.4

15.3

15.1

9.2

15.8

19.4

21.4

20.9

23.3

18.4

26.9

21.1

22.1

16.3

19.0

36.7

29.1

36.7

33.3

52.6

31.6

43.9

34.1

0.6

1.0

1.0

-

1.3

-

-

0.8

全 体(689)

Ａブロック(103)

Ｂブロック( 98)

Ｃブロック( 93)

Ｄブロック( 76)

Ｅブロック( 95)

Ｆブロック( 98)

Ｇブロック(126)

＜図表１－２＞居住年数／地域別

ｎ (%)

【１
０
年
未
満
】

１
０
～
２
０
年

未
満

２
０
～
３
０
年

未
満

３
０
年
以
上

無
回
答
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（２）以前の居住地 
◇「２３区以外の都内」が約半数 

53.1 16.0 15.8 13.2

1.9

(689)

＜図表１－３＞以前の居住地

東
京
２
３
区
外
の

都
内

都
外

出
生
し
て
か
ら

福
生
に
居
住

東
京
２
３
区
内

問２ 福生市の前に住んでいた所はどこですか。次の中から１つだけ選んでください。

無
回
答

(%)ｎ

 以前の居住地については、「23 区以外の都内」が最も多く約半数（53.1%）となっている。次いで、

「都外」が 16.0％、「出生してから福生に居住」が 15.8％、「23 区内」が 13.2％とっている。「23 区以

外の都内」について具体的な市町村名は“昭島市”（18.2％）、“羽村市”（11.9％）が多く、同様に「都

外」についての具体的な道府県名は、“埼玉県”（21.0％）、“神奈川県”（21.0％）が多かった。 
（図表１－３） 

（３）福生市に住もうと思った理由 
◇「住宅の都合」が３割弱 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.9

13.2

0.7

0.9

1.7

2.2

2.8

2.8

2.8

6.4

7.4

8.7

9.6

11.8

19.0

22.9

23.8

29.2

無回答

その他

商業やその他事業に有利・向いている

騒音などの公害がない

学校の都合

公共施設が充分

道路などの整備が進んでいる

子どもの教育環境が良い

近隣との人間関係が良い

以前、福生市に住んでいたことがある

買い物が便利

土地・家屋を以前より所有していた

自然環境が良い

友人・知人などがいる

家族の都合

仕事の都合

親、子どもが住んでいる

住宅の都合

0 10 20 30 40＜図表１－４＞居住の理由

問３ あなたが福生市に住もうと思った理由は何ですか。あてはまるものを全て選んでください。

n=689

(%)

住 宅 の 都 合 

親 、 子 ど も が 住 ん で い る 

仕 事 の 都 合 

家 族 の 都 合 

友 人 ・ 知 人 な ど が い る 

自 然 環 境 が 良 い 

土 地 ・ 家 屋 を 以 前 よ り所 有 し てい た 

買 い 物 が 便 利 

以前、福生市に住んでいたことがある 

近 隣 と の 人 間 関 係 が 良 い 

子 ど も の 教 育 環 境 が 良 い 

道 路 な ど の 整 備 が 進 ん で い る 

公 共 施 設 が 充 分 

学 校 の 都 合 

騒 音 な ど の 公 害 が な い 

商業やその他事業に有利・向いている 

そ の 他 

無 回 答 
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 福生市に住もうと思った理由については、「住宅の都合」（29.2％）が最も多く、次いで「親・子ども 
が住んでいる」（23.8％）、「仕事の都合」（22.9％）、家族の都合（19.0％）などとなっている。「その他」

のうち最も多かった理由は“結婚”（結婚した相手が福生市在住だった など）で、「その他」のうちの

約３割（全体の約 4％）を占めた。（図表１－４） 
 上位６項目を、性別・性年代別でみると、「親・子供が住んでいる」の男性２０代（60.6％）が約６

割となっている。（図表１－５） 
＜図表１－５＞居住の理由／性別、性・年代別（上位６項目） 
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代
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12.0

13.3

7.7

7.4

16.0

2.3

9.6

10.7

16.9

7.4

18.0

15.2
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11.3
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10.6

16.7

3.0

3.6

3.8

8.9

13.6

11.9

12.1

11.5

友人・知人などがいる

7.9

10.9

自然環境が良い

(%)

14.0

22.9

25.3

18.5

16.2

16.0

30.2

26.5

29.3

10.8

8.8

10.0

60.6

32.7

28.3

21.4

22.7

21.4

18.2

25.5

35.8

32.1

22.7

26.2

29.2

19.5

親、子どもが住んでいる

27.2

19.5

仕事の都合

(%)

27.9

21.7

22.7

21.5

14.7

12.0

２ ０ 代( 43)

３ ０ 代( 83)

４ ０ 代( 75)

５ ０ 代( 65)

６ ０ 代( 68)

７ ０ 歳 以 上( 50)

24.2

20.0

17.0

16.1

13.6

19.0

２ ０ 代( 33)

３ ０ 代( 55)

４ ０ 代( 53)

５ ０ 代( 56)

６ ０ 代( 66)

７ ０ 歳 以 上( 42)

17.7

20.1

男 性 全 体(305)

女 性 全 体(384)

家族の都合ｎ

25.6

24.1

28.0

43.1

35.3

26.0

２ ０ 代( 43)

３ ０ 代( 83)

４ ０ 代( 75)

５ ０ 代( 65)

６ ０ 代( 68)

７ ０ 歳 以 上( 50)

3.0

23.6

20.8

33.9

37.9

35.7

２ ０ 代( 33)

３ ０ 代( 55)

４ ０ 代( 53)

５ ０ 代( 56)

６ ０ 代( 66)

７ ０ 歳 以 上( 42)

27.5

30.5

男 性 全 体(305)

女 性 全 体(384)

住宅の都合ｎ
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60

59

44

48

46

26

25

33

29

29

6

8

10

10

8

4

2

2

4

2

4

6

11

8

15

平成６年度(767)

平成９年度(745)

平成12年度(778)

平成15年度(784)

平成18年度(758)

＜図表１－７＞定住意向／過年度推移
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転
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た
い

移
転
す
る

 
（４）定住意向 
◇「ずっと住み続けたい」と「当分の間住みたい」を合わせた【住み続けたい】が７割強 

38.8 35.6 10.3

1.3

13.1

1.0

(689)

＜図表１－６＞定住意向

問４ あなたは、今後も福生市に住み続けたいと思いますか。それとも市外に転居したいと思いますか。次の

中から１つだけ選んでください。

ず
っ
と
住
み
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け

た
い

当
分
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間
住
み
た

い で
き
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ば
市
外
に

移
転
し
た
い

移
転
す
る

ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い

無
回
答

(%)
ｎ

 定住意向については、「ずっと住み続けたい」（38.8％）が 4 割弱と最も多く、これに「当分の間住み

たい」（35.6％）を合わせた【住み続けたい】（74.4％）の割合は、7 割台半ばを占める。一方、「できれ

ば市外に移転したい」（10.3％）と「移転する」（1.3％）を合わせた【移転したい】（11.6％）は約 1 割

にとどまっている。（図表１－６） 
過去５回の調査結果の推移をみると、平成12年度まで【住み続けたい】の割合が減少する傾向にあっ

たが、平成12年度からは、同程度で推移している。（図表１－７） 
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性別では、【住み続けたい】の割合は、男性（75.1％）、女性（73.7％）と、男女ともに７割を超えた。 
 性・年代別では、【住み続けたい】の割合は、男性の70歳以上（85.7％）、女性の70歳以上（94.0％）

で8割を超えている。一方、【移転したい】の年代別の差異はみられない。（図表１－８） 
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女 性 全 体(384)

２ ０ 代( 33)

３ ０ 代( 55)

４ ０ 代( 53)

５ ０ 代( 56)

６ ０ 代( 66)

７ ０ 歳 以 上( 42)

２ ０ 代( 43)

３ ０ 代( 83)

４ ０ 代( 75)

５ ０ 代( 65)

６ ０ 代( 68)

７ ０ 歳 以 上( 50)

＜図表１－８＞定住意向／性別、性・年代別
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住居形態別では、借家（計）（70.4％）より持ち家（計）（77.4％）で【住み続けたい】の割合が高く

なっている。特に持ち家の一戸建では「ずっと住み続けたい」（51.7％）が約半数となっている。 
（図表１－９） 
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48.6

83.3

27.8

33.3

10.3

10.0

8.5

15.7

11.4

-

9.3

13.2

16.7

16.7

-

1.3

0.2

0.3
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同 居 ・ 間 借 り( 18)

そ の 他(  3)

＜図表１－９＞定住意向／住居形態別
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（５）移転したい理由 
◇「騒音などの公害がある」が２割強 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 問４で「できれば移転したい」、「移転する」と回答した方にその理由を尋ねたところ、「騒音などの

公害がある」（23.8％）が２割強と最も高くなっている。次いで「交通が不便」（16.3％）、「公共施設が

不十分」（13.8％）が高く、１割半ばとなっている。（図表１－１０） 
その他の内容としては“税金が高い”が最も多かったが、その他全体の約6％だった。 
 
平成18年度の調査結果と比較すると、「子どもの教育が環境が悪い」、「買い物が不便」が減少してい

る。（図表１－１０） 
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-
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16.3
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1.3
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騒音などの公害がある

交通が不便

公共施設が不充分

子どもの教育環境が悪い

買い物が不便

仕事の都合

家族の都合

近隣との人間関係が悪い

道路などの整備が遅れている

住宅の都合

商業やその他事業に不利・不向き

自然環境が悪い

友人・知人などがいない

学校の都合

0 10 20 30

＜図表１－１０＞移転したい理由（複数回答）

平成21年（n=80）

平成18年（n=80）

問４で「3.できれば移転したい」、「4.移転する」を選んだ方。その理由を下の中から２つまで選んでく

ださい。

(%)

騒 音 な ど の 公 害 が あ る 

交 通 が 不 便 

公 共 施 設 が 不 充 分 

子 ど も の 教 育 環 境 が 悪 い 

買 い 物 が 不 便 

仕 事 の 都 合 

家 族 の 都 合 

近 隣 と の 人 間 関 係 が 悪 い 

道 路 な ど の 整 備 が 遅 れ て い る 

住 宅 の 都 合 

商業やその他事業に不利・不向き 

自 然 環 境 が 悪 い 

友 人 ・ 知 人 な ど が い な い 

学 校 の 都 合 

そ の 他 

無 回 答 




